
1.研究目的

2008年は団塊世代が退職し、老後の生活を楽しみ

たい人が増えた。若い頃憧れたスポーツカーを定

年をきっかけに購入し楽しむ人がいる。しかし、

高齢者の多くは心身の衰えから交通事故が増加傾

向にあると、国土交通省の統計資料よりわかっ

た。そこで、高齢者特有の身体的ハンデを軽減し

安心して運転を楽しめる車を提案する。

2.調査と分析

まず特有のハンデを体感するため、シニア体験器

具を装着し車に乗ってみた。その時に乗り込み時

の足腰への負担と正面以外の視界の情報がとりづ

らいことが気になった。だが実態はまだ不明瞭な

ため、運転中に危険を感じた瞬間を調べた。先ほ

どの統計資料の中で最も多い事故原因は、老眼な

ど視力が落ちることで視野角が狭まり急に見落と

す部分が増えることだと気付いた。

その後ショールームへ行き、様々な車の特徴を

探った。スポーツカーは走行性重視なため他の車

よりルーフが低く車体剛性のためにサイドシルが

大きく出ていることと窓が小さいことが主な特徴

である。そのため高齢者の場合、乗り降りの動作

が辛いことと視界性が問題点であるとわかった。

3.コンセプトの立案

「高齢者が快適に使いこなせるスポーツカー」

・乗降性：シートからボディの外側までの距離が

あっても乗り降りしやすい。

・視界性：前方と前方斜め下の路面が見やすい。

前方のコーナーが把握しやすい。

・走りのイメージを追求したスタイル。

上記について外観スタイルに影響する部分を中心

にデザインを提案する。

4.デザイン展開

そこで私たちは、車両構造を見直した。

乗降性について、サイドシルをシートサイドと同

じ高さにすることで、乗車時にシルに腰をかけて

滑らせるようにしてシートに乗せることができ

る。またフロアの部分だけフロアと同じ高さにし

た。スムーズに足をフロアに持っていくことがで

きる。視界性について、前面ガラスを下げること

で下方視界を広げ、ボディ先端３ｍから先を見え

るようにした(水素燃料電池を使用したインホイー

ルモーターのレイアウトによる発案)。また、サイ

ドもガラス面をフロアまで落とすことでサイド下

の視界を広げた。さらに、車幅の一番広いところ

をタイヤにし、独立させることで隅が把握しやす

いように配慮した。

上記内容を１／１テープドローと検証モデルに

よって確定し、セクションモデルでデザイン検証

を行った後に、最終提案モデルに行きついた。

この形はスタイリングコンセプト「活」を頭にい

れ勢いのある有機的で躍動感のあるフォルムを、

リアの跳ね上げた造形とF1のように前輪を独立さ

せたことによって表現した。これはユーザーに若

い気持ち再び持ってもらうため、見た目からも感

じられるものとした。

5.完成図

6.結論

団塊世代のスポーツカーユーザーに検証しても

らった。エクステリアに関しては、F1のように軽

快で運転したいスタイルだと好評だった。

構造に関しては、低い姿勢で乗り込む際に大変苦

労した経験があるそうで、シルやフロアの工夫は

助かると評価を頂いた。しかし、ユーザーが視界

に関して安心して快適に運転できるかという疑問

には、まだ研究が不足している。それはユーザー

から運転者の心理調査が足りなかったと思う。
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団塊世代のスポーツカーユーザーに検証してもらったところ、エクステリアに関
しては、F1のように軽快で運転したいスタイルだと好評だった。構造に関しては
、低い姿勢で乗り込む際に大変苦労した経験があるそうで、シルやフロアの工夫
は助かると評価を頂いた。しかし、ユーザーが安心して快適に運転できるのかと
いう疑問には、まだ研究が不足と思う。それはユーザーから運転者の心理調査が
足らなかったからと思う。


